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ダリアのポット・ルート生産方法に関する研究

第 1報 用土ならびに挿芽時期に関する試験

明道 博・奥村実義・蝶野秀郷

1. 緒 -z '" 
ダリア塊根の輸出は近年漸く増加しはじめてい

る2) が，その規格や輸送傷み，ネマトーダ防除等

の点で問題が少なくない。

ことに，北海道では冬季の輸送が不可能なため

に，輸出向け塊根は収穫後直ちに分球調製して発

送しなければならぬ関係上，品質の低下と輸送傷

みを招きやすく， しかも他方では収穫時の農作業

が極めて繁忙を余儀なくされている現状であって

これが国内有数のダリア産地でありながら一向に

輸出向け栽培が進展しない障碍となっている。従

ってこれまでの塊根栽培法を以てしては基だ見通

しのわるい立場におかれているものと判断せざる

をえない。

このような見地から，北海道における輸出向け

ダリア塊根生産はポット・ jレ戸トに頼るべきであ

ると考えられるが，この方面の研究は未だ行なわ

れていないので，その生産方法K関する研究を企

てた。

こ乙では，ポット・ jレ戸ト生産における用土の

種類および挿芽時期の早晩が，その塊根形成に与

える影響について検討した。

なお，この研究は文部省科学試験研究費による

「輸出球根の栽培環境に関する研究」の一部とし

て行なわれた。ここに関係当局lζ衷心より深謝の

意を表する。

11. 材料と方法

供試品種はデュツセノレドノレフ(中輪カクタス咲，

早生種)，東の輝(中輪デコラチブ咲，中生種)およ

びパノレガス・ガードナ戸(大輪デコラチブ咲，晩生

種)で，前年産母球を催芽せしめて「かき芽」によ

る挿芽酋|を用いた。

活着した挿芽苗(挿芽後 20日)は育苗鉢 (7x7

X6cm，黒色プラスチック製Hζ定植して収穫 (10

月 25日)までそのまま鉢栽培された。

用土の種類については，輸出球根における土壌

の附着が厳重に忌避される実情l乙鑑み，収穫時に

おけるその除去の確実性と簡便なことが望まれる

点から，慣行の培養土のほかに川砂とパーミキュ

ライトをそれぞれ単用して比較検討に供した。な

お，施肥は化成肥料 (14-8-14)を用い，各鉢基肥

0.5 grずつのほかに，栽培期間中週に一度 0.3gr 

ずつの追肥として与えた。

挿芽時期は用土試験においては 6月上旬挿しと

い挿芽時期試験においては 6月上旬 7月上旬

および8月上旬とした。

111. 試験成績

1. 用土試験

各用土区における挿芽苗の生育状態をその草丈

について調べ，品種ごとにまとめて第 1図に示

した。

乙れによると，その生育はどの品種でも培養土

区のものが最もすぐれており，草丈はそれぞれ

42.4cm (デユツセルドJレフ)， 48.0cm(東の輝)およ

び46.6cm(パノレガス・ガードナー)に達するが，

川砂区および、パーミキュライト区では著しく劣り

草丈はデユツセルドJレフで 23-21cm，東の輝で

39-31 cm，パノレガス・ガードナ戸で 36-28cm程

度にとどまっている(図版 1)。

ついで，乙れらの挿芽苗にける塊根形成状態を

第 1表にまとめて示した。
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第 1図 各用土区における挿芽苗の伸長生長

品 土

第 1表 各用土区におけるポット.)レート生産

供試数[収穫数

(株株)
種 用

均
数
日子生虫ヨ
田
岡

株
根
川
け
塊

株5jl.均
塊根重量
(gr) 

培 養 土 40 40 6.1土0.89 42.1士1.87

デュツセ Jレドノレフ JlI 砂 40 40 3.8土O目82 13.7士1.17

パーミキュライト 40 40 3.6士0.24 11.0士0.89

培 養 土 30 30 3.5士0.30 30.3士1.80

東 の 輝 JlI 砂 30 29 3.1士0.26 16.5士1.60

ノマーミキュライト 30 28 3.1土0.23 9.8士1.17

培 養 土 30 30 5.7士0.28 35.8士2.59

ノイノレガス・ガードナー JlI 砂 30 30 3.7士0.22 13.8士1.21

パーミキュライト 30 29 3.8士0.23 13.7士1.21

上表に示したように，塊根形成はいずれも極め

て順調に行なわれており，ごく少数の例外として

肥大根の着生をみなかった数例()11砂区:東の輝 1

株，パーミキュライト区:東の輝2株，パノレガス・

ガ戸ドナー 1株)が認められたほかは，用土の種

類如何をとわずどの品種においてもポット・ノレー

ト生産が達成されている。

生産されたポット・ルートの大きさは，その塊

根着生数および重量について示されているよう

に 3品種ともに培養土区のものが最も大きく，

川砂区および、パーミキュライト区ではこれにくら

べて小さいが，いずれもそれぞれの用土の種類に

応じてよくそろった形状のものがえられている

(図版 2)。

乙れらの結果から，ポット・ノレート生産に当っ

て，その大きさを要求するならば肥沃な培養土を

用いで地上部の生育を旺盛にし，塊根着生数およ

び重量の増加を期待しなければならないが，川砂

あるいはノイーミキュライトを用いてもその生産は

第2表 各時期における挿芽の活着状況

品 種 |挿芽時期|供試数 1活着数|活着率

I (本) I (本) I (%) 
6月上旬 50 50 100.0 

デュッセノレ
7月土旬 50 50 100目。

ドノレ フ

I 8月上旬 27 4 14.8 

6月上旬 50 50 100.0 

東の輝 7月上旬 50 50 100.0 

8月上旬 48 24 50.0 

6月上旬 50 50 100.0 
ノマノレガ「ス・

7月上旬 50 50 100.0 
ガードナー

8月上旬 19 6 31.6 

J 



可能であり， しかも同一栽培条件のもとで規格の

そろったポット・ノレートを生産することは可能な

ものと考えられる。

2. 挿芽時期試験

ポット・ノレート生産のための挿芽苗をうるに当

って，挿芽時期の早晩がその活着lζ及ぼす影響に

ついて調べた結果を第2表に示した。

一般にダリアの挿芽は春季蔚芽を用いると極め

てよく活着するが，夏挿しでは活者がわるいとさ

れているへ

ここでも 6月上旬および 7月上旬に挿した芽

手':i'、ソセルド11.-7 乗の輝

50' 50 

草 a.伺
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は3品種とも完全に活着しているが 8月上旬挿

しでは活着が極めてわるく，デュツセJレドJレフで

14.8%，東の輝で 50.0%，バルガス・ガードナー

で31.6%活着しているにすぎない。

活着した挿芽苗の生育はその草丈について第 2

図に示されたように，概ね早期挿芽のものほどよ

〈伸長し，さきの用土試験において認められたよ

うな用土別による生育差が顕著に現われているが

8月上旬挿しのものでは生育の著しいおくれが目

立っている。
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第 2図 挿芽時期別による摘芽芭の伸長生長

すなわち 6月上旬挿しでは 3品種とも全く用

土試験における結果と同じ傾向を示しているが，

7月上旬挿しでは 6月上旬挿しにくらべて培養土

区における草丈の減少は目立つが， J' I砂区および

ノイーミキュライト区では 6月上旬挿しのそれとあ

まり差異がない。

ついで，これらの各時期における挿芽苗のポッ

ト・ Jレート生産状態について，その塊根形成と塊

根着生数および重量を調べた結果を品種別に第3

表に示した。

品 周期時芽挿種 土

第 3表 挿芽時期別によるポット・ノレート生産

培 養 土 10 10 7.1土0.66 38.2士2.12

6月上旬 J11 砂 10 10 4.0士0.45 13.0土1.95

パーミキュライト 10 10 3.5士0.43 12，0士1.84

培 養 土 10 10 5.6土0.75 23.2士2.52

デュッセノレドルフ 7月上旬 111 砂 10 10 3.3士0.20 13.1士0.90

ノぐーミキュライト 10 10 4.3士0.41 13.6士2.35

培 養 土 1 。
8月上旬 JI! 砂 1 。

パーミキュライト l O 

供試数 l収穫数

(株株)

一株平語
塊根着生数
(個)

均
量
平
重
吋

株
根
ほ

一一塊
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品 種 |挿芽時期 1 用 土
一株平均
塊根着生数
(個)

均
量
平
室
吋

株
根
川
市

一
塊

培 養 土 10 10 4.5土0.59 25.9士2.03

6月上旬 JlI 砂 10 9 4.8士0.30 18.6士2.50

ノイーミキュライト 10 10 2.8士0.34 8.6土0.88

培 養 土 10 10 3.4士0.47 24β士2.84

東 の 輝 7月上旬 JlI 砂 10 9 2.6士0.47 7.2士1.32

パーミキュライト 10 10 2.8士0.30 10.0士1.08

培 養 土 6 1 1.0 6.4 

8月上旬 111 砂 7 O 

ノてーミキュライト 6 O 

培 養 土 10 10 6.0土0.65 43.2士4.70

6月上旬 JlI 砂 10 10 3.9土0.43 15β士2.23

ノてーミキュライト 10 10 4.9士0.41 17.9士2.09

培 養 土! 10 10 4.6士0.68 25.1士4.24
パノレガス・

7月上旬 JlI 砂 10 10 4.7士0.58 13.7士2.54ガードナー
パーミキュライト 10 10 4.7士0.75 13.0士2.27

培 養 土 2 O 

8月上旬 JlI 砂 O 。
ノてーミキュライト O O 

これによると 3品種とも 6月上旬挿しおよび

7月上旬挿しでは塊根形成が順調に行なわれ，そ

れぞれの用土に応じて形状のそろったポット・ノレ

ート生産が達成されているが 8月上旬挿しでは

鉢上げ後の枯損が多く， しかも収穫期まで生育し

たものにあっても貯蔵根の肥大が甚しく劣り，塊

根形成は未だ殆んど認められない(図版3)。乙の

傾向はパノレガス・ガードナ戸(晩生樟)において殊

lζ著しいようである。

ダリアの塊根形成は短目下において促進される

もの明人町で，挿芽においてもある程度の栄養成

長が行なわれた上で同様に行なわれるへ ZIM-

MERMANら引は秋挿し苗を温室で栽培し，塊根を

形成せしめているが，土屋')は秋挿し苗による塊

根形成lとは温度が重要な要因として働くので，北

海道においては秋季の気温降下が早い点からみて

保温する必要があるとし，さらに塊根形成には挿

芽が活着後 60日以上は要すると報告している。

乙れらの諸点から 8月上旬挿しにあっても栽

培管理の改善によって塊根形成を期待することが

不可能ではないが，その活着率およびポット・ jレ

ート生産の目的からすれば実用的には困難なもの

と判断される。

また，用土の種類と塊根形成との関係について

土屋りは壌土と川砂とを比較してその聞に殆んど

差異を認められないとしているが，乙の試験にお

いては培養土が川砂および、パ{ミキュライにくら

べて明らかに大形のポット・ノレート生産をもたら

している。これは土壌の肥力による地上部の生育

の差異がその貯蔵根の肥大lζ影響をもたらしたも

のと考えられるが，ポット・ jレートの目的使命か

ら推して問題とされるべき程度ではなく，しかも

栽培方法の改善によってもなお向上せしめうるも

のと考えられる。

要するに，北海道におけるダリアのポット・ノレ

ート生産は，おそくとも 7月上旬までの挿芽によ

って行なわれるべきであり，またその栽培用土と

して川砂あるいはパーミキュライトを慣行の培養



土lζ代えて用いることは可能である。

IV.摘要

1. 北海道におけるダリアのポット・ノレート生

産に当って，栽培用土の種類および挿芽時期の早

院がその塊根形成lζ如何なる影響を与えるかにつ

いて検討した。

2. 用土として肥沃な培養士を用いると地上部

の生育がよく，大形のポット・ jレートが生産され

るが，川砂ないしパーミキュライトを用いても塊

根は比較的小さいがその生産は達成できる。

3. また，ポット・ノレートの大さは用土の種類

l乙応じてよくそろった形状のもの丹生産される。

4 挿芽時期は早い方が結果がよく 7月上旬

までは完全に活着してその後の生育も順調に進み

塊根が形成されるが 8月上旬挿しでは活着が極

めてわるいのに加えて収穫期までに塊根が形成さ
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れない。 ζの傾向はパノレガス・ガードナー(晩生

種)において殊に著しい。

5. ζれらの結果から，ダリアのポット・ Jレー

ト生産は必ずしも肥沃な培養土を用いなくとも，

川砂ないし，パーミキュライトでも達成でき，また

北海道ではおそくとも 7月上旬までに挿芽し終え

るべきであり，殊に晩生産では早期挿芽が肝要で

あると考えられる。
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明道・奥村・蝶野 図版 l



図版 2 明道・奥村・蝶野



明道・奥村・蝶野
図版 3

6月上旬掃

7月上旬挿

8月上旬挿


